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「
千
里
山
の
地
名
に
つ
い
て
」
補
遺

十
五
回
生
伊
藤
(
山
崎
)
稜
子

千
里
山
会
誌
十
八
号
に
「
千
里
」
は
古
く
は
、
「
ち
さ
と
」
と
訓

む
と
書
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
豊
中
市
在
住
の
私
の
旧
友
が
吹

田
市
立
千
里
山
・

佐
井
寺
図
書
館
(
ち
さ
と
)
に
出
向
い
て
調
べ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
吹
田
市
よ
芦
併
汁
る
前
の
千
里
村
は
ち
さ
と
む
ら
と
訓

み
、
村
内
の
千
里
山
に
因
む
」
と
あ
り
、
併
せ
て
川
の
名
前

を
挙
げ
て
い
る
*
次
々
ベ

l
ジ
「
千
里
川
の
名
称
あ
れ
こ
れ
」

参
照
。
そ
れ
か
ら
類
推
す
る
と
今
も
豊
中
市
北
部
を
流
れ
る

川
は
昔
か
ら
今
日
迄
「
せ
ん
り
川
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
が

判
り
ま
し
た
。

同
図
書
館
所
蔵
の
「
摂
津
名
所
図
会
」
は
京
都
の
町
人
吉
野
屋

為
八
が
計
画
。
九
巻
十
二
冊
で
一
七
九
六
(
寛
政
八
年
)
か
ら
二

年
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
。
千
里
山
に
関
す
る
巻
は
第
五
巻
島
下

郡
に
あ
る
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
ウ
イ

キ
ベ
デ
イ
ア
の
「
千
里
丘
陵
」
の
項
目
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

明
治
期
に
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
ほ
ぼ
現
在
に
近
い
名
の

各
村
が
発
足
し
た
。
引
村
が
記
さ
れ
て
い
る
。
千
里
村
、

片
山
村
、
佐
井
寺
村
、
吹
田
村
、

山
田
村
、
岸
部
村
な
ど
。

吹
田
村
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

吹
田
市
の
地
形
は
標
高

m
mほ
ど
の
安
威
川
、
神
崎
川
沿
い

の
平
野
と
、
標
高
却

m
i
削

m
に
及
ぶ
千
里
丘
陵
の
二
つ
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
丘
陵
の
端
部
で
は
弥
生
時
代
の
集
落

跡
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
ま
た
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に

か
け
て
は
自
然
条
件
を
生
か
し
て
須
恵
器
や
瓦
な
ど
の
窯
が

作
ら
れ
、
焼
成
さ
れ
、
瓦
は
難
波
宮
な
ど
の
造
営
に
使
わ
れ

た
。千
里
丘
陵
は
北
摂
地
域
に
あ
り
、
大
阪
平
野
か
ら
見
る
と

高
台
に
当
り
、
石
器
時
代
か
ら
の
多
数
の
遺
跡
が
あ
る
。

古
代
は
大
阪
平
野
の
大
半
が
大
阪
湾
や
河
内
湖
だ
っ
た
た
め

千
里
丘
陵
の
す
ぐ
下
は
海
や
湖
の
岸
辺
に
当
り
、
小
さ
な
港

が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
栄
え
て
い
た
(
高
浜
、
豊
津
な
ど
)
。

千
里
丘
陵
は
府
内
で
も
数
少
な
い
竹
林
の
多
い
地
区
で
も
あ

っ
た
。
山
田
川
、
糸
田
川
、
正
雀
川
な
ど
短
い
川
の
源
流
と

な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
川
も
短
小
で
流
量
が
少
な
く
、
農
業

の
た
め
古
く
か
ら
多
く
の
た
め
池
が
点
在
し
て
い
る
。

一
九
一
二
年
に
千
里
山

へ
北
大
阪
電
気
鉄
道
(
の
ち
の
阪

急
千
里
山
線
)
が
十
三
か
ら
延
び
、
大
阪
の
郊
外
住
宅
地
や

別
荘
地
と
し
て
戦
前
か
ら
開
発
が
進
ん
だ
。

と
あ
る
。
そ
う
い
え
ば
千
里
山
親
の
淡
路
の
地
名
は
菅
原
道
真

の
勘
違
い
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
道
真
が
太

宰
府
に
左
遷
さ
れ
る
途
次
、
京
か
ら
淀
川
を
下
っ
て

一
日
一上
陸

し
た
際
「
こ
こ
は
淡
路
島
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
由
。
現
在
の
淡
路

の
駅
の
あ
た
り
は
海
の
よ
う
に
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

こ
の

一
言
で
地
名
を
淡
路
と
し
た
の
は
、
道
真
へ
の
同
情
が
庶
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民
の
聞
に
も
浸
透
し
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

か九一り一勺

O
年
ほ
ど
前
に
は
生
駒
山
か
ら
広
が
る
大
阪
平
野
は

河
内
湖
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
湖
の
底
に
あ
っ
た
」
、
「
天
満
も
梅

田
も
軟
弱
な
土
砂
層
に
あ
っ
て
波
に
洗
わ
れ
て
い
た
」
、
「
長
い

年
月
の
聞
に
淀
川
と
大
和
川
か
ら
流
れ
込
む
腫
大
な
土
砂
が
、

次
第
に
孤
立
し
た
沼
や
湿
地
帯
へ
と
姿
を
変
え
て
い
き
、
肥
沃

な
平
野
に
つ
く
り
か
え
て
い
っ
た
」
、
「
江
戸
烈
棚
鴨
田
は
泥

田
を
埋
め
立
て
て
田
畑
を
開
い
た
こ
と
か
ら
「
埋
回
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
」
0

(

阪
急
沿
線
謎
解
き
散
歩
」
新
人
物
文
庫
川
・

8
)

と
あ
る
。

と
こ
ろ
で
冒
頭
の
「
せ
ん
り
川
」
の
古
文
書
に
表
れ
た
呼
称
を

一
表
に
ま
と
め
た
も
の
を
見
つ
け
ま
し
た
(
次
ベ

l
ジ
参
照
)
。

表
中
の
川
の
名
を
見
る
と
「
ち
さ
と
」
と
読
め
る
名
は
な
い
(
例

外
と
し
て
脚
注
に
あ
る
「
摂
津
名
所
図
会
」
の
「
ち
さ
と
川
」
が
あ

る
の
み
)
。
北
大
阪
電
気
鉄
道
が
地
名
を
川
の
名
「
せ
ん
り
」

か
ら
取
っ
た
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

二
O
一
五
年
L

ん
一
し
拐
十
九
日

N
H
K
の
「
に
っ
ぽ
ん
紀
行
大

阪
」
の
番
組
で
「
千
里
川
」
が
放
映
さ
れ
た
。
伊
丹
空
港
の
長
い

フ
ェ
ン
ス
に
沿
っ
て
巾
3
m
ほ
ど
の
草
に
覆
わ
れ
た
川
が
千
里

川
で
あ
る
。
フ
ェ
ン
ス
と
川
の
聞
に
は
巾
4
m
ほ
ど
の
道
が
続

い
て
お
り
川
か
ら
は

3
、
4
m
ほ
ど
の
高
さ
が
あ
る
。
こ
の
道

は
昔
、
洪
水
予
防
の
た
め
に
作
ら
れ
た
土
堤
が
踏
み
固
め
ら
れ
、

千里川の名称あれこれ 出典吹田郷土史裏街道

桜井谷関係の地元側文書で『千里山jの名称が乏しいのに反して、千里川については、

多くの用例を見ることが出来る(太字は桜井谷で作成された文書)。

この表から、桜井谷(および桜塚)でfせんり)IIJrせんじ)IIJの二つが並び行われて
いたことが判る。とれに、原田郷で多用される「せんりやま)IIJ、摂津田古写図のfせん

じゃま)IIJを加え、更にf摂津名所図会」の『ちさと)IIJを含めると 5種類の変化がある。
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道
に
な
っ
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
土
堤
に
は
数
十
人
の
人

が
集
ま
っ
て
カ
メ
ラ
を
構
え
た
り
、
全
員
が
空
を
仰
い
で
い
る
。

こ
の
道
は
空
港
の
滑
走
路
に
直
角
に
対
し
て
い
て
、
空
港
へ
の

着
陸
体
制
に
入
り
、
低
空
飛
行
し
て
い
る
飛
行
機
の
腹
側
が

く
っ
き
り
と
見
え
、
す
ご
い
爆
音
だ
そ
う
で
、
皆
、
キ
ャ

l
、

コ
ワ
イ
!
と
叫
び
な
が
ら
ス
リ
ル
を
味
わ
っ
て
い
る
ら
し
い
。

こ
の
見
物
人
た
ち
は
毎
日
来
る
人
も
多
く
、
こ
の
場
で
親
し
く

な
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。

こ
の
道
路
は
少
し
上
流
で
能
勢
街
道
と
交
差
し
て
い
る
。

日
本
の
幹
藤
道
路
は
す
べ
て
東
西
に
延
び
て
い
る
。
が
庶
民
の

生
活
の
た
め
に
街
道
が
設
け
ら
れ
た
。
主
と
し
て
日
本
海
か
ら

太
平
洋
ま
た
は
瀬
戸
内
海
へ
出
る
た
め
の
「
公
用
の
主
要
道
路
」

(
広
辞
苑
)
を
街
道
と
い
う
。
必
ず
し
も
海
と
は
関
係
の
な
い
街

道
も
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
は
五
街
道
(
日
光
街
道
な
ど
)
が
作

ら
れ
た
。
し
か
し
も
と
も
と
庶
民
の
生
活
の
必
要
か
ら
生
ま
れ

た
の
が
街
道
で
、
土
地
の
名
が
付
い
た
若
狭
街
道
や
運
ば
れ
る

物
資
に
因
む
塩
街
道
、
鯖
街
道
が
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
、
険
し

い
山
道
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

千
里
山
近
辺
に
も
玉
街
道
に
次
い
で
重
要
な
西
国
街
道
の
他

吹
田
街
道
、
箕
面
街
道
な
ど
が
あ
っ
た
。

「
豊
中
歴
史
・
文
化
財
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
(
平
成
二
O
年
八
月
)

に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

か
と
考
え
て
い
る
。

発
「
阪
急
沿
線
謎
解
き
散
歩
」

p
m

当
時
は
大
阪
の
鬼
門
に
当
た
る
と
し
て
未
開
発
で
あ
っ
た

千
里
山
・
・
・
.

持
千
里
山
開
発
物
語
(
一
)

北
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
よ
り
大
正
四
年
九
月
に
、

大
阪
天
神
橋
筋
六
丁
目
市
電
終
点
を
起
点
と
し
、
柴
島
、

吹
田
、
垂
水
を
経
て
千
里
村
佐
井
寺
に
至
る
、
電
気
動
力
の

軽
便
鉄
道
の
敷
設
の
免
許
申
請
が
出
さ
れ
、
大
正

5
年
9
月

1
日
に
免
許
を
受
け
た
。
免
許
を
受
け
る
と
同
時
に
、
垂
水

よ
り
佐
井
寺
へ
か
け
て
の
丘
陵
地
の
買
収
に
か
か
り
、
垂
水

地
区
で
は
住
宅
地
用
と
し
て
八
万
七
千
坪
、
終
点
に
あ
た
る

佐
井
寺
地
域
約
十
万
坪
は
墓
地
、
火
葬
場
並
び
に
葬
儀
所
を

新
設
す
る
と
い
う
こ
と
で
買
収
し
た
。
こ
れ
は
大
阪
市
民
の

墓
地
公
園
を
造
る
計
画
で
あ
っ
て
、
大
正

7
年
5
月
に
は
墓

地
、
火
葬
場
、
葬
儀
所
の
認
可
を
受
け
た
の
で
・
・
・
・

終
点
駅
「
千
里
山
」
は
佐
井
寺
か
ら
1
粁
程
離
れ
た
1
軒

の
家
も
な
い
山
の
中
に
造
ら
れ
た
の
で
、
村
名
の
千
里
村
の

千
里
を
と
り
、
之
に
山
を
つ
け
て
「
千
里
山
」
と
名
付
け
た
。

「
阪
急
沿
線
の
不
思
議
と
謎
」
(
実
業
之
日
本
社
制
・

4
)
に
よ
る

ル」

「
千
里
」
と
い
う
文
字
が
行
政
地
名
と
し
て
現
れ
る
の
は

三
叉
路
に
立
つ
こ
の
道
標
は
(
高
川
i
豊
中
市
と
吹
田
市

の
境
界
を
流
れ
る
天
井
川
の
下
を
通
る
ト
ン
ネ
ル
の
傍
に
あ

る
)
、
吹
田
街
道
や
天
神
橋
方
面
か
ら
三
国
街
道
(
碓
氷
峠
を

通
る
道
と
は
全
く
別
、
十
三
か
ら
宝
塚
線
で
次
の
駅
三
固
と

関
係
あ
る
と
思
い
ま
す
、
三
国
街
道
は
神
崎
の
渡
し
が
あ
り

能
勢
街
道
に
通
じ
る
重
要
な
街
道
だ
っ
た
よ
う
で
す
)
往
来

す
る
ひ
と
び
と
に
、
池
田
、
箕
面
方
面
へ
の
道
筋
を
示
し
て

い
ま
す
。
吹
田
街
道
は
服
部
天
神
宮
付
近
で
能
勢
街
道
か
ら

分
岐
し
、
吹
田
市
南
部
を
ほ
ぼ
東
西
に
循
環
し
、
南
高
浜
町

で
亀
岡
街
道
に
合
流
す
る
ま
で
の
道
筋
を
呼
ん
で
お
り
、

年
貢
米
や
農
産
物
の
運
搬
、
社
寺
参
詣
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま

し
た
。

と
あ
る
。
こ
の
辺
り
の
主
な
街
道
は
能
勢
街
道
で
あ
っ
た
。
能

勢
に
は
妙
見
さ
ん
が
あ
り
、
参
詣
者
が
多
く
利
用
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
た
め
千
里
川
は
現
在
よ
り
も
巾
広
く
深
く
、
洪
水

を
起
こ
す
程
の
川
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
千
里
川
は
箕
面
山
中

を
源
流
と
し
、
大
阪
国
際
空
港
の
南
側
を
通
り
、
最
終
的
に
猪

名
川
に
合
流
し
ま
す
。
昔
は
水
利
的
に
も
重
要
で
水
争
い
も
あ

っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
千
里
丘
陵
が
な
ぜ
街
道
に
利
用
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

一
説
に
よ
る
と
千
里
丘
陵
は
大
阪
の
鬼

門
に
当
た
る
、
と
か
で
敬
遠
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る

t
私
は
キ

リ
シ
タ
ン
の
隠
れ
場
所
と
し
て
に
ら
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
、

一
体
叫
抗
年
(
明
治
泣
)
、

佐
井
寺
村
と
片
山
村
が
合
併
し
、
千
里
村
が
誕
生
し
た
。

そ
の
千
里
村
に
初
め
て
鉄
道
が
通
っ
た
の
は

一
九
二一

年

(
大
正

一
O
年)一

O
月
二
六
日
の
こ
と
で
あ
茂
り
北
大
阪
電

気
鉄
道
が
千
里
丘
陵
の
住
宅
開
発
に
伴
っ
て
千
里
持
母
顎
設

し
、
そ
m
V
抽
快
晴
駅
を
千
里
山
駅
と
し
た
。
こ
こ
に
「
千
里
」
で

は
な
く
「千
里
」
の
名
が

一
般
化
し
た
の
で
あ
ゑ
あ
れ
伸
縮

γ

一
九一
二一

(
昭
和
六
年
)
、
千
里
村
の
村
会
で
「
大
字
千
里
山
」

と
い
う
地
名
へ
の
改
称
が
決
議
さ
れ
た
。
こ
こ
に
山
は
な
い

も
の
の
、
正
式
な
地
名
と
し
て
の

「せ
ん
り
や
ま
」
が
誕
生

し
た
の
で
あ
る
。

と
あ
る
。
古
代
か
ら
千
里
山
周
辺
の
地
は
佐
井
寺
村
、
山
田
村

な
ど
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
察
で
き
る
。
西
国
か
ら

京
へ
上
る
に
は
必
ず
摂
津
田
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大

阪
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
京
都
へ
行
け
る
の
で
は
な
く
、
摂
津
を
軸

に
し
て
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
。
こ
の
間
に
高
い
山
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
ど
う
も
千
里
正
陵
を
避
け
て
い
る
と
し
か
思
え

な
い
、
山
田
村
、
上
新
田
を
除
い
て
千
里
丘
陵
は
水
の
便
が
悪

く
痩
せ
地
の
た
め
雑
木
林
が
あ
る
程
度
で
、

M
件
壕
訟
ど
は
な
く

街
道
が
出
来
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
千
里
村
よ
り
は
せ

ん
り
川
の
方
が
名
が
通
っ
て
い
た
に
捷

rみ
ぃ
。
北
大
阪
電
気

鉄
道
が
、
何
の
い
わ
れ
も
な
い
の
に
千
里
山
と
命
名
す
る
は
ず

は
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。

，三~

7c 


